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(57)【要約】
【課題】見栄えを向上させることのできる窓装置を提供
する。
【解決手段】窓装置１は、透光板２４の四周に框が設け
られ引違状に配される複数枚の窓部材と、これら窓部材
が開口幅方向にスライド自在に建て付けられる枠部材と
を備えており、枠部材１０の上枠１１及び下枠１２には
、窓部材２０の上框２１及び下框２２の略全体を受け入
れる凹溝状の窓受部１１Ａ、１２Ａが設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光板の四周に框が設けられ引違状に配される複数枚の窓部材と、これら窓部材が開口
幅方向にスライド自在に建て付けられる枠部材と、を備えており、
　前記枠部材の上枠及び下枠には、前記窓部材の上框及び下框の略全体を受け入れる凹溝
状の窓受部が設けられていることを特徴とする窓装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記枠部材の両側の縦枠には、閉鎖状態で当接される前記窓部材の縦框の略全体を受け
入れる凹溝状の窓受部が設けられていることを特徴とする窓装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記複数枚の窓部材は、２枚の窓部材からなり、これら窓部材のそれぞれの透光板が上
框及び下框に対して厚さ方向で互いに近接する方向に片寄った位置に設けられており、
　前記下枠の窓受部の溝幅方向両側の開口縁のそれぞれから相近づくよう突出するように
設けられ、かつ各窓部材の下框の上方側に配されるカバーをさらに備えていることを特徴
とする窓装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記２枚の窓部材の両側の縦框には、対応する前記カバーを受け入れる受入溝が設けら
れていることを特徴とする窓装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項において、
　前記窓部材の上框は、前記透光板を保持する上框本体と、この上框本体に対して着脱自
在に上方側に積み重ねられ、前記窓部材を前記枠部材から取り外す際に該上框本体から脱
離される補助上框と、を備えていることを特徴とする窓装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記窓部材の補助上框は、開口幅方向に分割されていることを特徴とする窓装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項において、
　前記枠部材が嵌め込まれる開口が設けられ、該枠部材が内周側に固定される窓枠下地を
さらに備えていることを特徴とする窓装置。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記窓枠下地の開口を囲むように該窓枠下地の屋外側に固定され、かつ外装壁材が固定
される耐震フレームをさらに備えていることを特徴とする窓装置。
 

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、窓部材と、その窓部材が建て付けられる枠部材とを備えた窓装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来には、ガラスパネル等の透光板の四周を囲むように框を設けた窓部材及びこれを開
閉自在に保持する枠部材を備えた窓装置に関する技術が種々提案されている。例えば、特
許文献１には、引き違い窓が設けられた枠部材を、壁構造の厚みのうちに納まるように窓
開口部に設けた窓装置の取付構造が開示されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２１７５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載されたような窓装置の取付構造では、引き違い窓
の框が枠部材の内周側に大きく露出するため、すっきりとした見栄えとはならないという
問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような事情を考慮して提案されたもので、その目的は、見栄えを向上さ
せることのできる窓装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の窓装置は、透光板の四周に框が設けられ引違状に
配される複数枚の窓部材と、これら窓部材が開口幅方向にスライド自在に建て付けられる
枠部材とを備えており、枠部材の上枠及び下枠には、窓部材の上框及び下框の略全体を受
け入れる凹溝状の窓受部が設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の窓装置によれば、上述した構成としたことにより、見栄えを向上させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る窓装置の一例を模式的に示す概略分解斜視図である。
【図２】同窓装置の概略正面図である。
【図３】同窓装置が備える窓部材の一例を模式的に示す概略分解斜視図である。
【図４】同窓装置が備える枠部材及びカバーの一例を模式的に示す概略分解斜視図である
。
【図５】図２におけるＸ－Ｘ線矢視に対応させた一部破断概略横断面図である。
【図６】図２におけるＹ－Ｙ線矢視に対応させた一部破断概略縦断面図である。
【図７】（ａ）、（ｂ）は、図６にそれぞれ対応させた一部破断概略縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施の形態について、添付図面を参照しながら説明する。まず、窓装
置１及びその窓装置１の取付構造の概略について、図１及び図２にもとづいて説明する。
【００１０】
　図１の分解斜視図に示すように、本窓装置１は、窓部材２０、２０が開閉自在に建て付
けられる枠部材１０を備えている。本窓装置１の取付構造は、枠部材１０が窓枠下地３０
の開口３２に嵌め込まれるように窓枠下地３０の内周側に固定されており、枠部材１０の
屋外側６を覆うように窓枠下地３０の屋外側６に外装壁材５０が配されるものである。本
実施形態のものは、外装壁材５０が窓枠下地３０（を覆う耐震フレーム４０）をも覆う構
造とされている。
【００１１】
　このように、外装壁材５０が枠部材１０の屋外側６を覆うように配されているため、図
２に示すように、屋外側６においては枠部材１０が目立ちにくくなり、見栄えを向上させ
ることができる。
【００１２】
　窓装置１は、透光板２４の四周に框が設けられ引違状に配される複数枚の窓部材２０、



(4) JP 2019-31832 A 2019.2.28

10

20

30

40

50

２０と、これら窓部材２０、２０が開口幅方向にスライド自在に建て付けられる枠部材１
０とを備えている。枠部材１０の上枠１１及び下枠１２には、窓部材２０の上框２１及び
下框２２の略全体を受け入れる凹溝状の窓受部１１Ａ、１２Ａが設けられている。
【００１３】
　このように、窓部材２０の上框２１及び下框２２の略全体を受け入れる窓受部１１Ａ、
１２Ａが枠部材１０の上枠１１及び下枠１２に設けられているため、図２に示すように、
屋外側６においては上框２１及び下框２２の露出がほとんどない。すなわち、窓受部１１
Ａ、１２Ａを有した構成によって見栄えを向上させることができる。
【００１４】
　なお、本実施形態では図２に示すように、外装壁材５０により枠部材１０の屋外側６の
面のほとんどを覆っているが、各框の鍔部１１ａｃ、１２ｅ、１３ｃ、１３ｃの端面は露
出する。下枠１２側についてはさらに、下枠１２の鍔部１２ｅに重なるカバー１６も露出
する。これらの鍔部１１ａｃ、１２ｅ、１３ｃ、１３ｃ及びカバー１６の詳細については
後述する。
【００１５】
　ここで、窓部材２０の透光板２４としては、本実施形態として図６に例示したような、
厚さ方向に隣り合うガラスパネル２４ａ、２４ａ間に真空層を有した真空断熱ガラスが挙
げられる。もちろん透光板はこれには限られず、真空層に代えて中空層を有した多重ガラ
スであってもよいし、単板ガラスであってもよい。またガラスに限られず、透光性を有し
た合成樹脂系材料から形成されたものでもよい。
【００１６】
　また、窓部材２０の框２１、２２、２３及び枠部材１０としては、合成樹脂製、金属製
のものや、それらの複合部材であってもよい。また、本実施形態の図例では２枚の窓部材
２０、２０が設けられているが、３枚以上であってもよい。
【００１７】
　ここで、窓部材２０の框２１、２２、２３及び枠部材１０は、これらの屋外側６が外装
壁材５５で覆われるので、断熱性能が向上する。特に、窓部材２０の框２１、２２、２３
及び枠部材１０を合成樹脂製とするとともに、窓部材２０の透光板２４を真空断熱ガラス
とすれば、更なる断熱性能の向上が図れる。
【００１８】
　窓枠下地３０は、図１に示すように、枠部材１０が内周面に固定される開口３２を有し
ていればよく、例えば図１に示すように、４本の四角柱状体３１を組み合わせて構成され
たものとしてもよい。
【００１９】
　外装壁材５０は、図１に示すように、枠部材１０を屋外側より覆う、中央に開口５１を
有したものである。また、外装壁材５０は、屋外側よりさらに窓枠下地３０の全体を覆う
ものが望ましい。なお外装壁材５０は、一体のものであってもよいし、複数のピースを組
み合わせて構成したもの（例えば、枠部材１０の上枠１１、下枠１２、左右の縦枠１３、
１３のそれぞれに対して、対応した個別の外装建材５０で覆うもの）であってもよい。
【００２０】
　窓装置１及び窓装置の取付構造は上述した構成とされるが、さらに以下に詳述するよう
な他の形状、他の構造を有したものであってもよい。以下、本実施形態に係る窓装置１及
び窓装置の取付構造の詳細について、さらに図３～図７を参照しながら説明する。
【００２１】
　窓部材２０は、図３に示すように、開口幅方向の両端側に配される一対の縦框２３、２
３と、戸車２２ｂ付きの下框２２と、上框本体２１ｂ及び２つの補助上框２１ｃ、２１ｃ
を合体してなる上框２１と、透光板２４とを有してなる。なお図３には、一方の縦框２３
にクレセント錠２３ｃを取り付けてなる屋内側５の窓部材２０を示したが、他方の窓部材
２０の分解斜視図としての図示は省略する。
【００２２】
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　図３に示すように、上框２１、下框２２及び両縦框２３、２３のそれぞれの内面には、
長手方向に沿って、透光板２４を保持する取付溝２１ａ、２２ａ、２３ａ（取付溝２１ａ
は図６に図示）が形成されている。これらの取付溝２１ａ、２２ａ、２３ａは、厚さ方向
の中心よりも屋外側６に片寄った位置に設けてある。なお、屋外側６に建て付けられる窓
部材２０については、取付溝２１ａ、２２ａ、２３ａは屋内側５に片寄った位置に設けて
ある（図５及び図６参照）。ようするに、両下框２２、２２の両取付溝２２ａ、２２ａは
、透光板２４、２４どうしが厚さ方向で互いに近接する方向に片寄った位置に設けてある
。
【００２３】
　上框２１は、図３に示すように、取付溝２１ａを有した上框本体２１ｂと、この上框本
体２１ｂに対して着脱自在に上方側に積み重ねられた補助上框２１ｃ、２１ｃとを備えて
いる。この補助上框２１ｃは、後述するように、窓部材２０を枠部材１０から取り外す際
に上框本体２１ｂより脱離される部材である。また本実施形態のものでは、補助上框２１
ｃ、２１ｃは開口幅方向に分割されてなる。図３の例では、補助上框２１ｃは上框本体２
１ｂの略半分の長さとされている。
【００２４】
　上框本体２１ｂの上面には長手方向（開口幅方向）に沿って係合溝２１ｂａが設けられ
、一方、補助上框２１ｃのそれぞれの下面には係合溝２１ｂａに係合する係合突条２１ｃ
ｂが設けられている。また、補助上框２１ｃの上面には、窓部材２０を枠部材１０の開口
幅方向に沿って移動するためのガイド溝２１ｃａが形成されている。補助上框２１ｃを着
脱させる際には、開口幅方向（係合溝２１ｂａの長手方向）に沿ってスライドさせればよ
い。
【００２５】
　上框本体２１ｂ、下框２２及び縦框２３は、窓部材２０が建て付けられた後には透光板
２４とともに相互に固定され一体化されるが、補助上框２１ｃは、縦框２３に対して固定
した端部固定部２１ｃｃの固定具を外してスライド脱離させることができる。補助上框２
１ｃを着脱しやすくするために、例えば縦框２３側に埋め込みナットを設けておき、ボル
トにて取り付け、取り外しできるようにすればよい。
【００２６】
　補助上框２１ｃの突合せ端部２１ｃｄ側は上框本体２１ｂに固定されないが、係合突条
２１ｃｂが上框本体２１ｂの係合溝２１ｂａに係合し、かつ上枠１１の窓受部１１Ａに受
け入れられているので、スライド移動の際にずれるおそれはほとんどない。両補助上框２
１ｃ、２１ｃが装着されているときには突合せ端部２１ｃｄどうしを磁石で磁着させるよ
うにしてもよい。
【００２７】
　また、両補助上框２１ｃ、２１ｃは互いに略同長さとしなくてもよいし、中央部で突合
せ状態にならないような短い寸法のものでもよい。さらに分割されたものでなくてもよく
、窓部材２０が安定的に枠部材１０に設置され得、かつスライドさせて脱離させることが
できる程度の長さの補助上框を１つだけ取り付けるようにしてもよい。
【００２８】
　下框２２における開口幅方向の両端部のそれぞれには、開口幅方向の同位置に屋内側５
と屋外側６の前後一組（２つ）の戸車２２ｂが取り付けられている。つまり、本窓部材２
０は４輪の戸車２２ｂにて枠部材１０の開口内を移動する構成とされる。
【００２９】
　図３及び図６に示すように、両縦框２３、２３の下部には外方（屋内側５の窓部材２０
については屋内方向、屋外側６の窓部材２０については屋外方向）に向けて開口した、カ
バー１５、１６用の受入溝２３ｂ、２３ｂが形成されている。この受入溝２３ｂ、２３ｂ
はカバー１５、１６を受け入れるためのものであり、これについてはカバー１５、１６の
説明とともに後述する。
【００３０】
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　また、２本の縦框２３、２３のうちの、窓の閉鎖状態で縦枠１３側に配される縦框２３
の外側面には、縦枠１３の縦突条１３ａに係合する凹溝２３ｄが形成されている（図３及
び図４参照）。
【００３１】
　以上に説明した部材により組み立てられた窓部材２０、２０が建て付けられる枠部材１
０について、以下に詳述する。
【００３２】
　枠部材１０は、図４に示すように、開口幅方向の両端側に配される一対の縦枠１３、１
３と、下枠１２と、上枠１１とより額縁様に開口を有した状態に形成されている。これら
の四周枠材は窓枠下地３０の開口側の内周面に固定される（図１、図５及び図６参照）。
また、枠部材１０の下枠１２の上面には着脱自在なカバー１５、１６が取り付けられてい
る。
【００３３】
　枠部材１０の両側の縦枠１３、１３には、両窓部材２０の縦框２３の略全体を受け入れ
ることが可能な凹溝状の窓受部１３Ａが設けられている。具体的には、縦枠１３は、図４
及び図５に示すように、側方に開口した断面略Ｕ字状の溝状体とされ、その溝幅は両窓部
材２０の縦框２３を厚さ方向に重ねた状態で受け入れるのに十分な寸法とされる。この窓
受部１３Ａの深さは、図５に示すように、窓部材２０が枠部材１０に建て付けられ閉鎖状
態にあるときに、縦框２３の幅方向の略全体が入り込む寸法とされる。縦枠１３（窓受部
１３Ａ）の内底面には、上述したように、縦框２３の凹溝２３ｄに係合する縦突条１３ａ
が設けられている。また、縦枠１３の屋外側６の溝壁１３ｂの先端には屋外側６に突出し
た鍔部１３ｃが設けてある。
【００３４】
　上枠１１は上述したように窓受部１１Ａを有している。具体的には、上枠１１は、図４
及び図６に示すように、下方に開口した断面略Ｕ字状の溝状体とされ、その溝幅は両窓部
材２０の上框２１を厚さ方向に重ねた状態で受け入れるのに十分な寸法とされる。この窓
受部１１Ａの深さは、図６に示すように、窓部材２０が枠部材１０に建て付けられた状態
で、上框２１の幅方向の略全体が入り込む寸法とされる。上枠１１（窓受部１１Ａ）の内
底面には、２つの窓部材２０がスライドする平行なガイド突条１１ａｂが設けてある。
【００３５】
　また上枠１１は、枠本体１１ａの屋内側５の溝壁１１ａａの下端面に鍔部１１ｂａ付き
の分割枠材１１ｂを取り付けて構成されてなる。この分割枠材１１ｂは例えばボルト、埋
め込みナットなどを用いて着脱自在に取りつけられればよい。この分割枠材１１ｂを取り
付けた状態で、窓部材２０の上框２１の高さ方向の略全体が屋内側５より隠される。また
、上枠１１の屋外側６の溝壁１１ａａの下端には屋外側６に突出した鍔部１１ａｃが設け
てある。
【００３６】
　下枠１２は上述したように窓受部１２Ａを有している。具体的には、下枠１２は、図４
及び図６に示すように、上方に開口した断面略Ｕ字状の溝状体とされ、その溝幅は両窓部
材２０の下框２２を厚さ方向に重ねた状態で受け入れるのに十分な寸法とされる。この窓
受部１２Ａの深さは、図６に示すように、窓部材２０が枠部材１０に建て付けられた状態
で、下框２２の高さ方向の略全体が入り込む寸法とされる。また、下枠１２（窓受部１２
Ａ）の内底面１２ｂには、２つの窓部材２０がスライドするための、平行で等間隔な４本
のレール１２ｃが設けてある。この内底面１２ｂには、窓受部１２Ａに溜まった水を屋外
側６へ流すために２度程度の傾斜角度の水勾配が設けられており、下流側（屋外側６）の
隅部近傍には、複数の排水孔１２ｄが開設されている。
【００３７】
　また、下枠１２の屋外側６の溝壁１２ａの上端には、幅広なカバー１６（屋外カバー）
が取り付けされる鍔部１２ｅが形成してある。また、下枠１２の他方の溝壁１２ａの上端
には幅狭なカバー１５（屋内カバー）が取り付けられる。これらカバー１５、１６も着脱
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容易とするために、ボルト、埋め込みナットで取り付けたり、上枠１１や下枠１２に嵌合
させて取り付けたりするのが望ましい。特に嵌合させて取り付ける場合には、見栄えが良
くなる。
【００３８】
　カバー１５、１６は平板体とされ、図５に示すように縦枠１３、１３間に挟持されるよ
うに配され、側方に突出した係合片１５ａ、１６ａが縦枠１３の窓受部１３Ａ内に入り込
んだ状態で下枠１２に対して固定具で取り付けされている。また、カバー１５、１６は、
図６に示すように、下枠１２の窓受部１２Ａの開口の溝壁１２ａ側の一部を上方より覆い
隠すように取り付けされている。つまり、カバー１５、１６は、下枠１２の窓受部１２Ａ
の溝幅方向両側の開口縁のそれぞれから相近づくよう突出するように設けられ、かつ各窓
部材２０の下框２２の上方側に配されるように取り付けられる。
【００３９】
　以上のように、枠部材１０を構成する各枠材１１、１２、１３には窓部材２０の各框２
１、２２、２３の略全体を受け入れる窓受部１１Ａ、１２Ａ、１３Ａが設けてある。その
ため、屋内側５、屋外側６のいずれにも、枠部材１０の内周側に框２１、２２、２３が大
きく露出することを回避することができる。その結果、すっきりとした印象を醸し出し、
見栄えを向上させることができる。なお、窓装置１は上枠１１の窓受部１１Ａ及び下枠１
２の窓受部１２Ａを少なくとも有していれば見栄えが良好となるが、縦枠１３の窓受部１
３Ａをも有することで、窓が閉鎖状態のときの見栄えは格段に良好となる（図２参照）。
【００４０】
　また上述したように、枠部材１０には上枠１１、下枠１２、縦枠１３に対応して、鍔部
１１ａｃ、１２ｅ、１３ｃ、１３ｃが設けられており、それらは屋外側６に外装壁材６０
の厚みよりも大きく突出している（図５及び図６参照）。これら鍔部１１ａｃ、１２ｅ、
１３ｃ、１３ｃの裏面には外装壁材５０の開口端縁が当接しており、外装壁材５０の表面
を伝う雨水の屋内への浸入を防止する構成となっている。また、鍔部１１ａｃ、１２ｅ、
１３ｃ、１３ｃは、外装壁材５０を配設する際の位置決め部ともなり得る。
【００４１】
　このような窓装置の取付構造であるから、図２に示したように、外装壁材５０の開口５
１の内部には鍔部１１ａｃ、１２ｅ、１３ｃ及びカバー１６の端面は露出するが、枠部材
１０のほとんどが外装壁材５０で覆われる。そのため、外周壁材５０の内周側における、
中央の縦框２３以外の框や枠部材１０の露出がほとんどなくなり、透光領域を大きくとる
ことができる。
【００４２】
　さらに、各框が窓受部１１Ａ、１２Ａ、１３Ａに埋込状に設けられているので、本実施
形態のような断熱性の良好な透光板２４を用いれば、框が熱橋部となることを抑制するこ
とができる。
【００４３】
　また、窓受部１１Ａ、１２Ａ、１３Ａは２本の框を厚さ方向に重ねて受け入れるために
十分な溝幅となっているため、上枠１１、下枠１２、縦枠１３は溝幅方向に大きく開口し
ている。下枠１２については、この開口を溝壁１２ａ側より開口幅を狭めるようにカバー
１５、１６が設けてあるため、大きな開口の露出が避けられ、そのため開口からごみや埃
、雨水が入り込むことを極力回避することができる。
【００４４】
　さらに本実施形態のものでは、下枠１２の窓受部１２Ａの開口幅寸法を小さくするため
に、カバー１５、１６を透光板２４に対してより近づけるように設置してある。そして、
上述したように、縦框２３にはカバー１５、１６との干渉を避けるための受入溝２３ｂが
形成されており、カバー１５、１６を受け入れることができる。このため、カバー１５、
１６を受け入れるために、縦框２３の壁厚方向に沿う寸法を小さくしたものと比べて、縦
框２３の壁厚方向に沿う寸法を大きくとることができ、強固なものとなる。この受入溝２
３ｂは、図６に示すように、その下面が下框２２の上面と略面一となっており、カバー１
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５、１６をスムーズに受け入れることができるようになっている。
【００４５】
　また、カバー１５、１６の設置により開口幅をより狭くするためには、透光板２４、２
４間の厚さ方向の隙間寸法を小さくすることが望ましい。そのため本実施形態では、透光
板２４は、下枠１２の窓受部１２Ａの溝幅の略中心位置により近い位置に配されるように
、下框２２の厚さ方向における片寄った位置に設けられている。
【００４６】
　本窓装置の取付構造は、上述したように外装壁材５０が窓枠下地３０の屋外側６に配さ
れた構造とされている。また本窓装置の取付構造は、図１に示すように、外装壁材５０を
設置するために、窓枠下地３０の開口を囲むように窓枠下地３０の屋外側６に固定される
耐震フレーム４０を有したものとすることが望ましい。このような外装壁材５０、耐震フ
レーム４０を窓装置１の部材として含ませるようにしてもよい。
【００４７】
　この耐震フレーム４０は、例えばリップ溝形鋼（Ｃチャンネル材）を図１に示すような
上、下、両側フレームよりなる枠状体に組み立てて構成したものとすればよい。耐震フレ
ーム４０は、Ｃチャンネル材の溝内面を屋外方向に向けるようにして配される。また、耐
震フレーム４０の下フレーム４１には、上下方向に貫通する排水孔４２、４２が設けてあ
る。図例では、排水孔４２は略水平に配される上下の溝壁４１ａに設けられている。
【００４８】
　このように耐震フレーム４０が設けてあるため、窓の開口部における耐震性を向上させ
ることができる。また、窓開口部周囲の外装壁材が固定される胴縁スペースを利用して耐
震フレーム４０を設ければよい。そうすることで耐震フレーム４０を胴縁として機能させ
ることができ、窓開口部を囲むように後付的に外壁に耐震補強フレームを固定する構造に
比べて、見栄えを格段に向上させることができる。
【００４９】
　また、この耐震フレーム４０は外装壁材５０で覆われるため見栄えが悪くなるおそれも
ない。さらに、下枠１２の排水孔１２ｄから、耐震フレーム４０上の排水孔４２を経て下
の排水孔４２までを連通させるように排水管を設けることで、耐震フレーム４０を、雨水
等を外部に排水させる排水設備として利用することができる。なお、窓枠下地３０と耐震
フレーム４０との間に防水シートを介装させた構造にして防水性を高めるようにしてもよ
い。
【００５０】
　屋外側６についてはこのように外装壁材５０で覆った構造であるため、上述したように
、屋外側６の美観をよくすることができる。また、屋内側５についても、図５及び図６に
示すように、枠部材１０、さらには窓枠下地３０の一部を覆うように内装材５５を配した
窓装置の取付構造とすればよい。このようにすれば、屋内側５においても枠部材１０が目
立ちにくくなり、見栄えを向上させることができる。内装材５５としては、石膏ボード等
の壁下地ボードや捨て貼り合板などの壁下地材に限られず、下枠１２を覆うように配され
た床材でもよい。
【００５１】
　枠部材１０の屋内側５についても、上枠１１の（分割枠材１１ｂに設けた）鍔部１１ｂ
ａ、縦枠１３の鍔部１３ｃが設けられており、これらの裏面に内装材５５が当接する。な
お、屋内側５では下枠１２に鍔部はなく、溝壁１２ａの外面に床材よりなる内装材５５が
溝壁１２ａと面一となるように設けられている。
【００５２】
　上記の窓枠下地３０は施工現場で枠部材１０の形状、寸法に合わせて組み立てられたも
のに限られず、窓装置１が窓枠下地３０を有した構成としてもよい。そうすることで枠部
材１０と窓枠下地３０とは、工場等において組付けでき、施工性の向上を図ることができ
る。
【００５３】
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　ついで、窓部材２０の着脱操作手順について、図７にもとづいて説明する。図７に示す
ように、窓部材２０は屋内側５に取り外しされる。
【００５４】
　まず、屋内側５の窓部材２０を縦框２３が縦枠１３の窓受部１３Ａから露出するように
、例えば開口幅方向の略中央位置に移動させておく。
　つぎに、カバー１５（屋内カバー）と、分割枠材１１ｂとを取り外す（図７（ａ）参照
）。
　さらに、屋内側５の窓部材２０の補助上框２１ｃを取り外す（図７（ａ）参照）。窓部
材２０が枠部材１０に建て付けられた状態で、上述したように２つの補助上框２１ｃ、２
１ｃ（図３参照）をスライド脱離させればよい。
　そして、屋内側５の戸車２２ｂを支点として窓部材２０を屋内側５に倒すように回動さ
せながら取り外せばよい（図７（ｂ）参照）。
　また、屋外側６の窓部材２０についても、同様に補助上框２１ｃを脱離させることで、
同様に屋内側５に取り外すことができる。
【００５５】
　窓部材２０は上框２１と下框２２とが枠部材１０の上下の窓受部１１Ａ、１２Ａに深く
入り込んでいるが、以上のように着脱自在な３部材を取り外すことで、容易に窓部材２０
を取り外すことができ、また逆の手順で取り付けることができる。
【００５６】
　なお、本実施形態では、上枠１１（枠本体１１ａ）の屋外側６の溝壁１１ａａは上下に
分割されておらず、かつ下枠１２の屋外側６の溝壁１２ａの上端に窓受部１２Ａの開口幅
を狭めた鍔部１２ｅが形成されているため、窓部材２０を屋外側６へ取り外すことはでき
ない。もちろん、上枠１１（枠本体１１ａ）の屋外側６の溝壁１１ａａを、屋内側５の溝
壁１１ａａ同様に上下に分割し、上記開口幅を広げて、窓部材２０を屋外側６へ取り外し
できるようにしても良いことは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５７】
　１　　　　　窓装置
　１０　　　　枠部材
　１１　　　　上枠
　１１Ａ　　　窓受部
　１２　　　　下枠
　１２Ａ　　　窓受部
　１３　　　　縦枠
　１３Ａ　　　窓受部
　１５　　　　カバー（屋内カバー）
　１６　　　　カバー（屋外カバー）
　２０　　　　窓部材
　２１　　　　上框
　２１ｂ　　　上框本体
　２１ｃ　　　補助上框
　２２　　　　下框
　２３　　　　縦框
　２３ｂ　　　受入溝
　２４　　　　透光板
　３０　　　　窓枠下地
　３２　　　　開口
　４０　　　　耐震フレーム
　４１　　　　下フレーム
　４２　　　　排水孔
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　５０　　　　外装壁材
　５５　　　　内装材
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